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日時　12月２日㈯　13:30開会
場所　文化会館１階　視聴覚室
参加費　無料
内容　「東大地動観測所と今村明恒博士について」
　　　　講師　阿南市文化財保護審議会会長　
　　　　　　　湯浅良幸さん

　　　「若杉山遺跡について」
　　　　講師　同審議会委員　高島芳弘さん

　　　「植物相・昆虫相からみる温暖化について」
　　　　講師　同審議会副会長　古川良夫さん
　　　　　　　同審議会委員　浅川　實さん

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	「文化財講座」の開催について

日時　11月８日㈬　
　　　14:00開演（13:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席自由】　2,000円　※当日券は500円増し
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳

島新聞各販売店（取次ぎ）
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	昭和のうたコンサート～北海道歌旅座～

科
学
の
祭
典
記
念
講
演
会
（
無
料
）

　

科
学
の
祭
典
開
催
を
記
念
し
て
、
次
の
科
学

講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
本
に
来
た
虫
、
来
る
虫
、
消
え
た
虫

　

日
本
固
有
の
昆
虫
や
外
来
の
昆
虫
、
ま
た
絶

滅
し
た
昆
虫
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

阿
南
市
を
は
じ
め
、
県
内
の
学
校
や
企
業
、

大
学
な
ど
か
ら
、
科
学
体
験
や
工
作
が
で
き
る

ブ
ー
ス
が
多
数
出
展
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
科
学
を
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

日
時　
11
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

※
実
施
内
容
等
、
く
わ
し
く
は
、
学
校
を
通
じ

て
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

青
少
年
の
た
め
の

科
学
の
祭
典
徳
島
大
会
（
無
料
）

　

簡
単
で
楽
し
い
子
ど
も
向
け
の
科
学
工
作
を

中
心
に
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

実
施
日
と
テ
ー
マ

11
月
３
日
㈷　
「
ふ
わ
ふ
わ
鳥
を
飛
ば
そ
う
」

11
月
23
日
㈷　
「
教
訓
コ
ッ
プ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
」

実
施
時
間　
そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時
～
11
時
40
分
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
方
法　
当
日
、
実
施
時
間
内
に
科
学
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

11
月
の
休
館
日
　

６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札
（
二
十
一
）

阿
波
貨
幣
史

　

閑
話
休
題
「
阿
波
藩
札
」
に
つ
い
て
の

記
述
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
た
。
う
ぬ

ぼ
れ
か
も
知
れ
な
い
が
、
藩
札
に
つ
い
て

私
が
書
か
な
い
と
書
く
人
は
い
な
い
だ
ろ

う
。
随
分
前
、「
徳
島
新
聞
」
に
阿
波
藩

札
に
つ
い
て
寄
稿
が
あ
っ
た
。
鳴
門
の
方

ら
し
い
が
、
初
め
て
聞
く
名
前
だ
っ
た
。

　

筆
者
は
「
阿
波
貨
幣
史
」「
徳
島
県
史
」

等
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
こ
の
寄
稿
の
内

容
は
「
阿
波
貨
幣
史
」「
県
史
」
の
引
き

写
し
だ
っ
た
。
し
か
し
、
出
典
の
「
阿
波

貨
幣
史
」
の
記
述
は
な
か
っ
た
。
出
典
記

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
130

日
時　
11
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分

講
師　
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里　

セ
ン
タ
ー

長　

大
原
賢
二
さ
ん

※
講
演
会
に
参
加
し
た
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
に
も
れ
な
く
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

○
恐
竜
は
な
ぜ
い
な
く
な
っ
た
の
か
？

　

恐
竜
が
絶
滅
し
た
理
由
は
巨
大
隕
石
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
異
を
唱
え
る
意
見

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
恐
竜
絶
滅
の
他
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

日
時　
11
月
25
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
日
本
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
協
会

二
村
徳
宏
さ
ん

参
加
方
法　
い
ず
れ
の
講
演
会
も
開
始
時
間
ま

で
に
科
学
セ
ン
タ
ー
２
階
の
会
場
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

述
が
な
け
れ
ば
盗
作
の
疑
い
を
も
た
れ
る
。

　

た
び
た
び
拙
著
「
阿
波
貨
幣
史
」
が
出

て
く
る
が
、
ま
ず
こ
の
本
を
紹
介
し
て
お

こ
う
。

　

昭
和
三
十
一
年
九
月
二
十
五
日
発
行
。

発
行
所
は
徳
島
市
立
図
書
館
。
定
価
は
地

方
自
治
体
発
行
の
た
め
記
載
さ
れ
て
い
な

い
が
五
百
円
で
あ
る
。
Ａ
５
判
で
本
文
百

八
十
ペ
ー
ジ
。
発
行
部
数
は
五
百
部
。

　

わ
が
こ
と
を
書
く
の
は
気
が
引
け
る
が
、

資
料
な
の
で
「
阿
波
貨
幣
史
」
の
序
を
紹

介
し
よ
う
。
筆
者
は
羊
我
山
人
。
今
日
、

こ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
知
っ
て
い
る
人
は
少

な
い
が
、
県
郷
土
史
界
の
第
一
人
者
、
飯

田
義
資
氏
で
あ
る
。
先
生
の
没
後
久
し
い

が
先
生
を
超
え
る
郷
土
史
家
は
出
て
い
な

い
。
名
前
の
「
義
」
の
字
を
二
つ
に
分
け

山
人
を
付
け
た
も
の
だ
。
序
文
を
引
用
し

よ
う
。

序
　

最
近
半
世
紀
の
間
に
お
け
る
歴
史
研
究

の
様
相
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
政
治
史
に

始
ま
り
、
つ
い
で
文
化
史
に
進
み
、
さ
ら

に
経
済
史
に
及
ん
だ
と
言
い
得
る
と
思
う

の
で
あ
る
。
初
め
は
誰
の
目
に
も
つ
き
易

い
著
し
い
表
面
的
事
実
か
ら
、
次
第
に
内

面
的
事
実
に
至
り
、
つ
い
に
そ
れ
ら
の
基

礎
を
探
究
す
る
と
い
う
方
向
を
と
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
各
分
科
に
お
い
て
は
い

よ
い
よ
微
に
入
り
細
を
う
が
っ
て
進
展
し

て
行
く
の
が
現
代
の
大
勢
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
経
済
史
に
関
す
る
史
料
は
、

永
い
間
等と

う

閑か
ん

に
付
し
て
顧
み
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
間
に
滅
失
し
て
比
較
的
に

現
存
す
る
も
の
が
少
な
く
貨
幣
史
に
至
っ

て
は
最
も
研
究
が
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
古こ

泉せ
ん

（
銭
）
や
藩
札
の
蒐し

ゅ
う

集し
ゅ
う

家
は
、

県
下
に
も
相
当
数
居
る
が
そ
れ
は
単
な
る

好
事
家
で
あ
り
、
あ
る
い
は
骨こ

っ

董と
う

趣
味
に

止
ま
り
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
の
中
か
ら
こ

れ
を
学
問
的
に
解
明
し
体
系
的
に
追
究
し

よ
う
と
す
る
人
は
出
な
い
の
で
、
そ
れ
は

そ
の
目
標
を
異
に
す
る
た
め
の
当
然
の
帰

結
で
あ
ろ
う
。

　

阿
波
藩
の
貨
幣
史
に
つ
い
て
は
、
従
来

成
書
は
一
部
も
見
ず
、
論
文
の
有
無
を
知

ら
な
い
。
文
献
が
少
な
い
上
に
、
貴
重
な

実
物
資
料
は
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
研
究
の
本
当
の
意
味
で

は
発
掘
作
業
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
今
日
ま
で
こ
の
困
難
な
研
究
に
着
目

す
る
人
士
さ
え
も
絶
無
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
努
力
を
要
す
る
こ
と

が
多
い
割
合
に
、
結
果
は
地
味
で
あ
っ
て
、

価
値
は
多
い
が
花
々
し
く
は
な
い
た
め
だ

ろ
う
。�

（
続
く
）

　
参
考　

湯
浅
良
幸
著
「
阿
波
貨
幣
史
」

日時　12月17日㈰
　　　13:30開演（13:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　内田道子（箏、三弦）、内田隆章（三弦）、
　　　　山上朋代（17弦）、多田英治（箏、三弦）　
入場料　�【全席自由】　一般1,500円　大学生500円
　　　　※高校生以下は無料
　　　　※当日券は500円増し　
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳

島新聞各販売店（取次ぎ）
※尺八無料体験実施
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	邦楽への招待Vol.18　～尺八二管の個性～
　	貝出光山×高橋侶山リサイタル

日時　11月９日㈭　
　　　19:00開演（18:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席自由】一般　2,000円　

大学生まで　1,000円
　　　　※当日券は500円増し
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、平

惣（阿南センター店・羽ノ浦国道
店・小松島バイパス店、徳島店）、
徳島新聞各販売店（取次ぎ）

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	The	Nest　魂の宿るところ
　	チェロ・ピアノ・浄瑠璃人形・現代アートによる
	　総合芸術公演

広報あなん 2017.11　1617　広報あなん 2017.11


